
 

親子の対話を増やしましょう 

学校長 森脇 信行  

いよいよ１２月。師走を迎えます。７日は二十四節気の「大雪」

です。本格的な冬、寒さの到来です。私は寒いのは苦手なのですが、

この季節の冷たく澄んだ空気の中、夜空高く凍ったように明るく

光る月や星を見ることは好きです。見ているだけで心が洗われる

ような気がします。  

１２月１５日から２１日まで個人面談です。お子様の様子を担

任とお話しいただき、頑張ったことを中心に夏休み以降の生活を

振り返ります。ぜひ、その内容でしっかり褒めてあげてください。  

面談が終わるといよいよ冬休みがやってきます。「最近は家族

の対話が減少した。」とよく聞きます。部屋にこもってゲームや

スマートフォンホに熱中する子ども達、仕事で忙しい大人達・・・・社会全体が変化し、

子どもとの対話の時間を奪っているようにも感じます。だからこそ、工夫することを意

識して、対話の時間を作っていかなければいけないのだと思います。１２月は子どもに

家族の一員として手伝いをさせ、親子でたくさん話しましょう。そして、家族が心を一つ

にして新しい年を迎える期待をもちたいものです。『忙しい』という漢字は『心が亡い』

と書きます。『忙しさ』を理由に、『心が亡い』にならないようにしたい。私も一人の父親

として、このように意識して生活していきたいと思っています。  

最後に、クリスマスや正月など子ども達にとっては楽しい行事が続きます。夜更かし

をすることもあるかもしれません。生活のリズムも乱れがちです。また、外出する機会も

あると思います。最近では、子どもが思わぬ事件や事故に巻き込まれる事案も多く発生

しています。  

学校では特に次の点を重点的に指導しています。ご家庭でも注意していただき、子ど

もたちが、安全で楽しい冬休みが過ごせますよう、よろしくお願いいたします。  

○出かけるときは家の人に「誰と」「どこへ」「何をしに」「何時頃帰る」を伝える。  

○子どもだけでデパートやゲームセンターなどへ行かない。  

○友達とお金や物のやり取りをしない。  

○交通ルールを守る。  

○知らない人についていかない。  

○危険な場所で遊ばない。  

○スマートフォン、ゲーム機などはルールを決めて使用する。  

今年も残り一ヶ月となりました。どうぞ良いお年をお迎えください。  
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